
さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会

主な話題
・4週 8休の現場は2割にとどまる

・厚別区内でも義務教育学校化を検討

・開発局が小規模工事のICT講習開く

道産木材をふんだんに使うとともに、エネルギー効率に
も配慮して建てられる（仮称）動物愛護センターの予想
図（上）。新川通に面する建設地（下）で年内にも着工し
ます。
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全
国
建
設
業
協
会
は
、
入
札
契
約
制

度
改
善
に
向
け
て
の
中
央
要
望
の
基
礎

資
料
と
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ま
と
め
ま
し
た
。
受
注
の
状
況
で
は
「
悪

い
」「
悪
く
な
っ
て
き
た
」
と
の
回
答
が

約
45
％
に
達
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
北

海
道
・
東
北
が
62
％
と
、
全
国
平
均
に

比
べ
両
地
域
の
厳
し
さ
が
際
立
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
材
価
格
高
騰
の
影
響

で
は
98
％
が
「
あ
る
」
と
答
え
、
資
材

別
で
は
燃
料
と
鉄
筋
、
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
人
員
の

状
況
に
つ
い
て
は
「
不
足
し
て
い
る
」

は
21
％
で
す
が
、
５
年
後
は
２
倍
強
の

46
％
に
ま
で
増
加
。
今
後
人
員
不
足
が

深
刻
化
す
る
こ
と
が
伺
え
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

受
注
・
利
益
と
も
に
北
海
道
と

東
北
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
最
低

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
。
会
員
企
業
の
現
況
や
地
域
建

設
業
の
持
続
性
確
保
、
生
産
性
向
上
の
取

組
み
、
災
害
時
に
お
け
る
対
応
な
ど
を
設

問
し
て
い
ま
す
。
調
査
期
間
は
２
０
２
２

年
７
～
８
月
、
47
都
道
府
県
建
設
業
協

会
を
通
じ
て
１
、３
４
１
社
が
回
答
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
北
海
道
と
東
北
か

ら
は
１
９
６
社
が
回
答
し
て
い
ま
す
。

受
注
に
つ
い
て
は
、「
良
い
」お
よ
び「
良

く
な
っ
て
き
た
」
は
17
％
で
、
前
年
度
か

ら
６
㌽
低
下
し
ま
し
た
。
一
方
、「
悪
く

な
っ
て
き
た
」
と
「
悪
い
」
は
13
㌽
増
加

し
45
％
と
な
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
に

見
る
と
、「
悪
く
な
っ
て
き
た
」
と
「
悪
い
」

は
、
北
海
道
・
東
北
で
62
％
に
上
り
、
こ

の
回
答
が
最
も
低
か
っ
た
九
州
・
沖

縄
の
２
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

受
注
悪
化
の
主
な
要
因
（
複
数
回

答
）
は
、
受
注
量
の
減
少
が
83
％
、

競
争
の
激
化
が
64
％
、
技
術
者
の
不

足
が
52
％
で
す
。
受
注
量
の
減
少
は

前
年
度
と
同
水
準
で
す
が
、
競
争
の

激
化
は
５
㌽
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
益
に
関
し
て
も
北
海
道
と
東

北
の
「
悪
く
な
っ
て
き
た
」「
悪
い
」

の
割
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
ワ
ー
ス

ト
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
材
高
騰
、
98
％
が
『
影
響
あ
り
』 

ス
ラ
イ
ド
条
項
見
直
し
の
声
も　

円
高
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
大
幅
な
価

格
上
昇
が
続
く
資
材
に
つ
い
て
は
、
会
員

の
98
％
が
「
影
響
あ
り
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
高
騰
し
て
い
る
建
設
資
材
は
「
燃

料
」「
鉄
筋
」「
生
コ
ン
」
が
８
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

現
状
の
課
題
を
見
る
と
「
ス
ラ
イ
ド
条

項
で
の
対
応
は
手
間
等
が
非
常
に
か
か
る

こ
と
か
ら
、
簡
便
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

受
注
と
利
益
、
北
海
道
と
東
北
で
特
に
悪
化

人
材
不
足
、
5
年
後
は
2
倍
強
に

　

�

全
国
建
設
業
協
会
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

　

資
材
価
格
高
騰
は
98
％
が
「
影
響
あ
り
」

【受注の状況】

燃料や主要資材の高騰が続く
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ま
た
、
今
後
も
下
落
は
予
測
で
き
ず
、
係

数
化
に
よ
る
設
計
変
更
も
で
き
る
と
助
か

る
」「
民
間
工
事
に
つ
い
て
は
自
己
責
任

と
判
断
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
ま
た
、
民

間
で
予
定
さ
れ
て
い
た
工
事
が
資
材
高
騰

を
原
因
と
し
て
工
事
が
延
期
も
し
く
は
中

止
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
」
な

ど
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
策
と
し
て
は
「
簡
便
な
方
法

と
し
て
、
入
札
採
用
単
価
で
な
く
落
札
後

の
購
入
時
点
の
単
価
に
該
当
す
る
材
料
単

価
の
み
更
新
す
る
方
法
は
取
れ
な
い
か
」

「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
砕
石
類
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
、
木
製
品
な
ど
も
対
象
と
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
要
望
・
提
案
が
出
て
い
ま

す
。

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
体
制
、

５
年
後
は
厳
し
く　

災
害
対
応
や
除
排
雪
は
、
地
域
の
安
全

と
安
心
を
守
る
建
設
業
の
重
要
な
役
割
で

す
。
災
害
対
応
に
つ
い
て
持
続
的
な
作
業

を
実
現
す
る
た
め
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

の
設
問
で
は
「
十
分
確
保
し
て
い
る
」「
必

要
最
低
限
は
確
保
し
て
い
る
」
の
回
答
の

合
計
が
79
％
と
、
一
定
程
度
の
確
保
は
で

き
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
す
。
し
か
し
、

５
年
後
の
体
制
に
つ
い
て
質
問
す
る
と

「
確
保
し
て
い
る
」
の
割
合
は
54
％
に
激

減
、
逆
に
「
不
足
し
て
い
る
」
と
の
答
え

が
現
在
の
21
％
か
ら
46
％
と
２
倍
強
の
増

加
を
見
せ
て
い
ま
す
。
除
排
雪
に
関
し
て

も
、
同
様
の
傾
向
を
見
せ
、
５
年
後
の
体

制
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

会
員
か
ら
は
「
人
員
は
確
保
し
て
い
る

が
、
各
自
工
事
対
応
し
て
い
る
た
め
災
害

時
に
ど
の
程
度
対
応
で
き
る
か
は
不
明
。

機
材
は
工
事
施
工
に
ギ
リ
ギ
リ
で
、
将
来

を
考
慮
し
た
投
資
（
機
材
の
老
朽
化
に
よ

る
補
修
や
新
規
購
入
）
は
経
営
に
余
裕
が

無
く
出
来
な
い
」「
大
雪
の
場
合
で
さ
ら

に
休
日
で
の
降
雪
に
よ
り
出
動
が
多
く
な

る
と
、
休
日
の
除
雪
単
価
が
定
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
賃
金
の
割
増
な
ど
に
よ
り
利

益
が
で
な
い
。
働
き
方
改
革
、
週
休
二
日

の
取
組
を
！
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
除
雪

単
価
の
休
日
割
増
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
除
排
雪
に
関
し
て
は
「
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
高
齢
化
に
伴
い
人
材
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
季
で
の
長
時

間
労
働
と
な
り
敬
遠
さ
せ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
特
別
枠
で
の
単
価
設
定
が
必
要
と

考
え
る
」
と
人
材
不
足
に
対
応
す
る
単
価

設
定
を
求
め
る
意
見
も
見
ら
れ
ま
す
。

賃
上
げ
と
総
合
評
価
加
点
で
は
複
数

年
評
価
を
求
め
る
声　

こ
の
ほ
か
、
直
轄
工
事
の
総
合
評
価
に

お
い
て
、
賃
上
げ
企
業
へ
の
加
点
措
置
が

22
年
４
月
以
降
契
約
分
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ
た

（
予
定
含
む
）
企
業
の
回
答
で
は
、
賃

上
げ
の
上
位
は
「
定
期
昇
給
」「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
」
の
順
で
、
全
体
の
約
85
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
引
き
上
げ
幅
で
は
「
１
・
５
％
」
が

41
％
と
最
も
多
く
、
次
に
「
１
・
６
～

２
・
９
５
％
」
が
27
％
と
続
い
て
い
ま

す
。こ

の
加
点
措
置
に
対
す
る
会
員
企

業
の
意
見
と
し
て
は
「
賃
上
げ
に
見

合
う
設
計
労
務
単
価
、
現
場
管
理
費
、

一
般
管
理
費
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
し
た

い
」
と
、
賃
上
げ
を
行
う
た
め
の
環
境
整

備
を
求
め
る
声
と
と
も
に
、「
来
年
度
以

降
も
続
く
と
思
う
と
、
業
績
が
よ
く
て

も
、
１
・
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
抑
制
す

る
こ
と
に
な
る
」「
企
業
業
績
に
よ
り
連

続
し
て
賃
上
げ
が
で
き
な
い
年
も
想
定
さ

れ
る
。
複
数
年
平
均
に
よ
る
評
価
や
複
数

年
加
点
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
複
数
年
で
の
評
価
を
求
め
る
意
見
が

多
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。
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札
幌
市
建
設
局
は
、
地
下
鉄
南
北
線
平

岸
駅
と
東
豊
線
元
町
駅
の
周
辺
に
、
既
存

の
自
転
車
等
駐
車
場
（
駐
輪
場
）
用
地
を

活
用
し
て
複
層
式
駐
輪
場
の
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
に
基
本
検

討
を
進
め
、
23
年
度
に
実
施
設
計
、
24
年

度
に
着
工
、
25
年
度
か
ら
供
用
開
始
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
地
下
鉄
駅
や
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
放

置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
駐
輪
場
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
駅
周
辺
で
適
地
を
確

保
す
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。　

平
岸
駅
と
元
町
駅
の
周
辺
も
、
自
転
車

の
乗
り
入
れ
が
多
く
、
駐
輪
場
の
収
容
量

を
増
や
す
こ
と
が
放
置
自
転
車
対
策
に
つ

な
が
る
と
判
断
。市
建
設
局
は
こ
の
ほ
ど
、

２
階
建
て
駐
輪
場
の
整
備
に
向
け
、
構
造

や
配
置
な
ど
を
決
め
る
基
本
検
討
に
着
手

し
ま
し
た
。

複
層
式
駐
輪
場
の
建
設
場
所
と
す
る
の

は
、
豊
平
区
平
岸
２
条
８
丁
目
62
の
「
平

岸
駅
駐
輪
場
」（
敷
地
面
積
２
３
７
㎡
）、

東
区
北
24
条
東
15
丁
目
15
の
２
に
あ
る

「
元
町
駅
第
１
駐
輪
場
」（
同
３
２
８
㎡
）

の
用
地
で
す
。

整
備
す
る
駐
輪
場
は
、
１
階
に
２
段
式

ラ
ッ
ク
を
設
置
し
、
屋
根
無
し
の
２
階
部

分
は
平
置
き
と
な
る
見
通
し
で
す
。
元
町

駅
は
予
定
地
の
地
下
に
地
下
鉄
の
躯
体
が

あ
る
た
め
、
駐
輪
場
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
る
影
響
も
調
べ
る
予
定
で
す
。

整
備
後
の
延
べ
面
積
は
と
も
に
敷
地
面

積
の
約
１
・
８
倍
に
当
た
る
、
平
岸
駅
駐

輪
場
が
延
べ
４
２
６
㎡
、
元
町
駅
第
１
駐

輪
場
は
延
べ
５
９
０
㎡
と
す
る
こ
と
を
想

札
幌
市
建
設
局
が
平
岸
駅
と
元
町
駅
の
周
辺
に

２
階
建
て
駐
輪
場
整
備
を
検
討

２
０
２
４
年
度
着
工
へ

定
し
て
い
ま
す
。
付
帯
設
備
に
は
照
明
、

雨
水
排
水
設
備
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

収
容
台
数
は
、
平
岸
駅
駐
輪
場
が
現
在

の
１
７
３
台
か
ら
約
２
８
０
台
、
元
町
駅

第
１
駐
輪
場
が
２
７
０
台
か
ら
約
４
０
０

台
と
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
台
以
上
増
え
る

見
込
み
で
す
。

市
は
こ
れ
ま
で
に
、都
心
部
以
外
で
も
、

地
下
鉄
の
麻
生
駅
、
北
12
条
駅
、
琴
似
駅
、

福
住
駅
の
周
辺
、
Ｊ
Ｒ
の
平
和
駅
、
手
稲

駅
に
複
層
式
の
駐
輪
場
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
用
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
駅
周
辺
で
、
放
置
自
転
車
対
策
が

必
要
な
場
合
は
、
複
層
式
駐
輪
場
の
整
備

を
検
討
す
る
意
向
で
す
。

ま
た
、
都
心
部
で
は
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
周

辺
の
開
発
に
伴
い
一
部
駐
輪
場
が
閉
鎖
さ

れ
る
た
め
、
中
央
区
北
５
条
西
４
丁
目
の

駅
南
口
広
場
に
暫
定
駐
輪
場
を
整
備
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

複層化が検討される平岸駅駐輪場

地下鉄元町駅第１駐輪場
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札
幌
市
環
境
局
は
、
発
寒
清
掃
工
場
の

更
新
に
先
立
ち
、
建
て
替
え
予
定
地
に
あ

る
西
清
掃
事
務
所
を
発
寒
地
区
雪
堆
積
場

に
移
転
さ
せ
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
に
基

本
設
計
に
着
手
、
23
年
度
に
実
施
設
計
を

終
え
、24
年
度
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
を
目
指
し
て
新

築
工
事
に
入
り
、
25
年
度
内
に
完
成
さ
せ

て
、
移
転
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
26
年
度

中
に
は
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

西
区
発
寒
15
条
14
丁
目
２
の
１
に
あ
る

現
在
の
西
清
掃
事
務
所
は
、
敷
地
面
積

１
万
㎡
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
、
延
べ
床
面
積
８
１
６
㎡
の
管
理
棟

の
ほ
か
、
倉
庫
、
車
庫
な
ど
を
配
置
し
、

１
９
８
４
年
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

同
事
務
所
は
、
西
区
と
手
稲
区
の
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
収
集
、
地
域
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
を
支
援
す
る
拠
点

と
な
る
施
設
で
、
関
係
す
る
職
員
の
事
務

室
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
用
や
パ
ト
ロ
ー
ル

用
の
車
両
保
管
場
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
小
型
家
電
や
古
着
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
た
め
、
一
般

市
民
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

１
９
９
２
年
２
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る

発
寒
清
掃
工
場
が
更
新
時
期
を
迎
え
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
や
収
集
運
搬
効
率
の
観
点

か
ら
、
現
在
地
に
よ
り
近
い
立
地
で
更

新
す
る
と
い
う
方
針
の
下
、
工
場
北
側

に
隣
接
す
る
西
清
掃
事
務
所
の
所
在
地

と
、
そ
の
間
を
通
る
市
道
を
合
わ
せ
た
約

１
万
２
、０
０
０
㎡
を
、
清
掃
工
場
の
建

て
替
え
用
地
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。新

工
場
は
、
２
０
３
２
年
度
か
ら
の
稼

働
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
に
は
そ
の
５

年
ほ
ど
前
の
27
年
度
か
ら
着
手
し
な
け
れ

ば
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
こ
れ
に
先
立
ち

清
掃
事
務
所
を
移
転
さ
せ
、
26
年
度
中
に

は
旧
事
務
所
を
解
体
し
て
一
度
更
地
に
し

ま
す
。

清
掃
事
務
所
の
移
転
先
は
、
現
在

地
か
ら
南
西
に
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
位

置
に
あ
る
西
区
発
寒
12
条
14

丁
目
１
０
７
６
の
12
ほ
か
の

市
有
地
で
す
。
敷
地
面
積
は

１
万
１
、２
７
０
㎡
、
現
在
は
発

寒
地
区
雪
堆
積
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

新
築
す
る
事
務
所
の
規
模
は
、

事
務
所
棟
が
延
べ
床
面
積
約

１
、０
０
０
㎡
、
車
庫
が
延
べ
約

１
、３
０
０
㎡
、
倉
庫
が
延
べ
約

３
０
０
㎡
、
物
置
が
延
べ
約
20

㎡
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
施
設
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
取

り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率

50
％
以
上
を
達
成
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
（
ゼ
ブ
レ
デ
ィ
）
認
証
の
取

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
基
本
・
実
施
設
計
を

発
注
、
建
築
設
計
は
ド
ー
コ
ン
（
本
社
・

札
幌
）、設
備
設
計
は
塚
田
設
備
管
理（
同
）

に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
い
ま
す
。

外
構
工
事
も
含
め
た
概
算
の
総
事
業
費

に
は
約
９
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

西
清
掃
事
務
所
が
移
転
新
築

発
寒
清
掃
工
場
更
新
に
先
立
ち
発
寒
雪
堆
積
場
が
建
設
予
定
地

西清掃事務所が移転を予定する発寒雪堆積場
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札
幌
市
教
育
委
員
会
は
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
厚
別
区
で
計
画
す
る
仮
称
・
厚
別

南
・
青
葉
地
区
義
務
教
育
学
校
の
開
校
を

最
短
で
２
０
２
７
年
度
と
す
る
方
針
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
札
幌
わ
か
ば
小

学
校
の
既
存
校
舎
や
屋
内
運
動
場
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
小
中
一
貫
化
に
必
要
な

機
能
や
規
模
を
確
保
す
る
た
め
増
築
す
る

考
え
で
す
。
早
け
れ
ば
23
年
度
か
ら
基
本

設
計
に
着
手
し
、
24
年
度
に
実
施
設
計
、

25
～
26
年
度
で
増
築
工
事
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

仮
称
・
厚
別
南
・
青
葉
地
区
義
務
教
育

学
校
は
、
上
野
幌
小
学
校
と
青
葉
小
学
校

が
統
合
し
２
０
２
０
年
４
月
に
開
校
し
た

新
札
幌
わ
か
ば
小
学
校
と
、
青
葉
中
学
校

を
再
編
し
て
、
校
舎
な
ど
を
一
体
化
、
小

中
の
９
年
間
を
過
ご
す
も
の
で
す
。

小
中
一
貫
教
育
は
、学
習
や
学
校
生
活
、

教
員
の
連
携
、
地
域
・
保
護
者
と
の
協
働

関
係
と
い
っ
た
面
で
成
果
が
あ
り
、
１
つ

の
施
設
で
運
営
し
た
方
が
、
効
果
が
高
ま

る
と
し
て
、
市
で
も
義
務
教
育
学
校
の
開

設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
２
０
２
３
年
度
に
開
校
す

る
福
移
学
園
（
東
区
）
が
義
務
教
育
学
校

の
第
１
号
で
、25
年
度
開
校
予
定
の
仮
称
・

定
山
渓
地
区
（
南
区
）
が
続
き
、
26
年
度

に
は
仮
称
・
真
駒
内
地
区
（
南
区
）
を
３

校
目
と
し
て
開
校
す
る
計
画
で
す
。

厚
別
区
厚
別
南
７
丁
目
９
の
１
に
あ

る
新
札
幌
わ
か
ば
小
は
、
敷
地
面
積
が

１
万
５
、２
６
２
㎡
。
同
青
葉
町
10
丁
目

１
の
１
が
所
在
地
の
青
葉
中
と
は
、
札
幌

恵
庭
自
転
車
道
線
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
）
を
挟
ん
で
南
北
に
向
か
い
合
う
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
に
よ
る
と
、
新
札
幌
わ
か
ば
小
の

敷
地
内
に
、
増
築
校
舎
と
児
童
会
館
、
第

２
屋
内
運
動
場
を
建
設
し
、
既
存
校
舎
と

渡
り
廊
下
で
結
び
ま
す
。
青
葉
中
の
校
舎

と
屋
内
運
動
場
は
、
義
務
教
育
学
校
完
成

後
に
解
体
し
、
１
万
７
、５
１
０
㎡
の
敷

地
全
体
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

旧
上
野
幌
小
か
ら
移
行
し
た
新
札
幌
わ

か
ば
小
の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
４
階
、
延
べ
床
面
積
４
、６
６
４
㎡
の

規
模
で
す
。
最
も
古
い
部
分
は
１
９
７
８

年
の
竣
工
で
、
86
年
ま
で
に
数
度
の
増
築

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
屋
内
運
動
場
は
、

鉄
骨
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
、

延
べ
床
面
積
１
、０
１
５
㎡
の
規
模
で
、

78
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
一
方
、
青
葉
中

の
校
舎
と
屋
内
運
動
場
は
81
年
の
完
成
で

す
。施

設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
校
舎
に
つ

い
て
、
市
は
当
初
、
校
区
の
中
心
に
近
い

青
葉
中
の
敷
地
を
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
、
青
葉
中
が
改
築
時
期
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
前
後
の
新
築
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
り
早
期
に
義
務
教
育
学
校

化
を
実
現
す
る
た
め
、
新
札
幌
わ
か
ば
小

の
敷
地
に
校
舎
な
ど
を
集
約
し
、
青
葉
中

の
敷
地
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
利
用
す
る
方
針

へ
と
転
換
し
ま
し
た
。

新
札
幌
わ
か
ば
小
に
は
現
在
、
ミ
ニ
児

童
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
義
務
教

育
学
校
で
は
、
増
築
校
舎
に
多
目
的
ホ
ー

ル
を
備
え
た
児
童
会
館
を
併
設
す
る
予
定

で
す
。

仮
称
・
厚
別
南
・
青
葉
地
区
義
務
教
育
学
校

新
札
幌
わ
か
ば
小
を
増
築
、整
備
し
小
中
一
貫
校
開
設
へ

最
短
で
２
０
２
７
年
度
開
校
へ

厚別南・青葉地区義務教育学校として再編が検討される
新札幌わかば小学校
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札
幌
の
目
抜
き
通
り
、
大
通
と
札
幌
駅

前
通
の
交
差
部
に
位
置
す
る
「
大
通
西
四

丁
目
南
地
区
」
の
市
街
地
再
開
発
に
向
け

た
都
市
計
画
案
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
地
下
３
階
地
上
34
階
で
計
画
す
る
再

開
発
ビ
ル
の
地
下
１
階
か
ら
地
上
５
階
ま

で
の
一
角
に
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
、

５
階
の
北
面
と
東
面
に
は
屋
外
テ
ラ
ス
を

整
備
す
る
な
ど
、
大
通
公
園
と
連
続
性
の

あ
る
滞
留
空
間
を
設
け
、
都
心
の
魅
力
向

上
を
図
る
方
針
で
す
。

大
通
西
４
丁
目
南
地
区
の
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
平
和
不
動
産
（
本
社
・
東

京
）、
北
洋
銀
行
（
本
店
・
札
幌
）、
札
幌

市
、
東
京
証
券
会
館
（
本
社
・
東
京
）
な

ど
の
地
権
者
で
組
織
す
る
準
備
組
合
が
、

２
０
２
３
年
度
の
事
業
認
可
と
本
組
合
設

立
、
25
年
度
の
着
工
、
28
年
度
の
工
事
完

了
を
目
指
し
、
各
種
手
続
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
４
丁
目
１
に

あ
る
道
銀
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
新
大
通
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
を
解
体
し
て
、
５
、０
３
０

㎡
の
敷
地
に
建
設
す
る
再
開
発
ビ
ル
は
、

鉄
骨
造
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
地
下
３
階
地
上
34
階
、
延
べ
床
面
積

９
万
９
、４
０
０
㎡
の
規
模
で
計
画
し
て

い
ま
す
。

高
層
階
は
国
際
水
準
の
高
級
ホ
テ
ル
、

中
層
階
に
高
機
能
オ
フ
ィ
ス
、
低
層
階
に

は
「
に
ぎ
わ
い
」
を
創
出
す
る
商
業
施
設

な
ど
が
入
る
予
定
で
す
。
地
下
２
階
に
駐

車
場
、
地
下
３
階
に
は
地
域
冷
暖
房
プ
ラ

ン
ト
を
置
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
配
慮
し
た
機
能

と
し
て
、
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
施
設
や

備
蓄
倉
庫
な
ど
を
整
備
し
て
、
新
た
な
防

災
拠
点
を
形
成
す
る
考
え
で
す
。

人
や
環
境
に
考
慮
し
た
建
物
（
グ
リ
ー

ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
を
評
価
す
る
国
際
認

証
の
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高

い
建
物
を
評
価
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
な
ど
の

取
得
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
案
に
よ
る
と
、
都
市
再
生
特

別
地
区
と
し
て
設
定
す
る
容
積
率
の
最
高

限
度
は
１
、６
５
０
％
、
高
さ
の
最
高
限

度
は
１
８
５
ｍ
と
な
り
ま
す
。

大
通
と
駅
前
通
が
交
差
す
る
ビ
ル
北
東

側
に
設
け
る
ア
ト
リ
ウ
ム
と
テ
ラ
ス
は
都

市
計
画
上
の
広
場
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
地
下
１
階
か
ら
地
上
５
階
ま
で
の
吹

き
抜
け
ガ
ラ
ス
張
り
の
ア
ト
リ
ウ
ム
は
、

屋
内
に
い
な
が
ら
緑
を
感
じ
ら
れ
る
空
間

と
し
、
地
上
５
階
の
屋
外
テ
ラ
ス
は
大
通

公
園
と
の
一
体
感
に
配
慮
し
た
眺
望
を
確

保
し
ま
す
。

地
下
１
階
に
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
の

ほ
か
、
地
下
鉄
南
北
線
大
通
駅
コ
ン
コ
ー

ス
に
あ
る
大
通
交
流
拠
点
地
下
広
場
を
西

側
に
延
ば
す
形
で
滞
留
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充

し
ま
す
。

大
通
西
四
丁
目
南
地
区
の
関
連
都
市
計
画
案

大
通
公
園
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
ア
ト
リ
ウ
ム
な
ど
確
保

大
通
交
流
拠
点
地
下
広
場
も
拡
充

アトリウム空間のイメージ

大通公園を望む地上５階のテラスのイメージ
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サ
ッ
ポ
ロ
不
動
産
開
発
（
本
社
・
東
京
）

は
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
第
４
駐
車

場
の
跡
地
に
仮
称
「
サ
ッ
ポ
ロ
不
動
産
開

発
株
式
会
社
Ｎ
４
Ｅ
４
ビ
ル
」
新
築
を
計

画
し
、工
事
を
岩
田
地
崎
建
設（
同
・
札
幌
）

に
依
頼
し
、
着
工
し
ま
し
た
。
２
０
２
４

年
５
月
の
完
成
、
同
８
月
の
全
面
開
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

鉄
骨
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

地
下
１
階
地
上
８
階
、
延
べ
床
面
積

１
万
４
、３
３
５
㎡
の
規
模
で
、
１
、２
階

が
商
業
、
３
～
８
階
が
オ
フ
ィ
ス
と
な
る

複
合
施
設
で
す
。敷
地
北
側
を
中
心
に
１
、

５
０
０
㎡
を
超
え
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
憩
い
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

ま
す
。
設
計
は
久
米
設
計
（
本
社
・
東
京
）

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

建
設
地
は
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
東
四

丁
目
１
の
１
ほ
か
で
、
敷
地
面
積
は
４
、

５
０
６
㎡
で
す
。「
創
成
川
イ
ー
ス
ト
エ

リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
一
帯
に
あ
り
、
周
辺

で
は
札
幌
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
再
開

発
、
北
４
条
東
６
丁
目
地
区
の
再
開
発
な

ど
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
建
造
物
を
活
か
し
た
カ
フ
ェ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
芸
術
関
連
の
劇
場
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

色
が
強
い
オ
フ
ィ
ス
が
集
ま
る
エ
リ
ア
と

し
て
注
目
を
集
め
、
札
幌
市
全
体
と
比
較

し
て
20
～
40
代
が
多
く
、
都
心
に
近
く
便

利
な
住
環
境
と
し
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
な

ど
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
を
捉
え
、
新

た
な
働
き
方
に
対
応
す
る
オ
フ
ィ
ス
を
中

心
と
し
た
複
合
型
施
設
と
し
て
計
画
し
て

い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
は
室
内
に
柱

が
な
く
、
天
井
が
最
高
２
・
７
ｍ
あ
る
開

放
感
の
あ
る
空
間
と
な
り
ま
す
。

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
連
動
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
屋
外
大
型
広
場

の
ほ
か
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
誰
も
が
自

由
に
利
用
で
き
る
屋
内
ス
ペ
ー
ス
、
歩
道

と
一
体
的
に
な
っ
た
ピ
ロ
テ
ィ
ー
形
式
の

多
目
的
通
路
に
よ
る
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
空

間
な
ど
、
３
つ
の
特
徴
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
地
域
の
利
便
性
向
上

と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
創
成

川
イ
ー
ス
ト
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

同
社
が
札
幌
で
手
掛
け
る
再
開
発
と
し

て
は
、
今
回
の
事
業
区
画
の
南
隣
に
あ
る

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
東
４
丁
目
の
旧

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
第
３
駐
車
場
跡

に
、「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
・
Ｙ

Ｋ
Ｋ　

Ａ
Ｐ
札
幌
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」
を
２
０
１
７
年
に
開
設

し
て
以
来
と
な
り
ま
す
。

サ
ッ
ポ
ロ
不
動
産
開
発

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
駐
車
場
跡
に
オ
フ
ィ
ス
主
体
の
複
合
ビ
ル
新
築

岩
田
地
崎
建
設
の
施
工
で
着
工

北５条通と交わる部分には広場を確保

Ｎ４Ｅ４ビルの完成イメージ
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北
海
道
建
青
会
は
２
０
２
２
年
９
月
９

日
、
第
37
回
全
道
会
員
大
会
を
岩
見
沢
市

民
会
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
な
み
ー
る
で

開
催
し
ま
し
た
。
空
知
経
営
研
究
会
（
通

称
：
葉
月
会
、
岸
本
友
宏
会
長
）
が
主
管

し
、「
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
～
私
た
ち
の

未
来
は
、
我
々
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

創
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
５
０
年
を
見

据
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
構
築
と
、
建

設
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
幸
福
実
現
に
向

け
、
建
青
会
と
し
て
自
由
な
発
想
を
基
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
議

論
・
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
２
７
０
人
が
参
加
。
記
念

式
典
で
は
、
北
海
道
建
青
会
の
岸
本
会
長

が
「
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
『
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｔ
』
と
い
う
言
葉
は
、
１
９
６
１
年
に

当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
打
ち
出
し
た
ア
ポ

ロ
計
画
が
語
源
で
、
ど
ん
な
困
難
な
も
の

で
も
、
実
現
す
れ
ば
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
期
待
さ
れ
る
挑
戦
を
意
味
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
「
北
海
道
建
青

会
会
員
、
経
済
人
は
、
諸
先
輩
方
が
今
ま

で
こ
の
北
海
道
に
築
き
上
げ
て
頂
い
た
土

台
、
環
境
を
生
か
し
て
、
自
由
な
発
想
や

強
い
思
い
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
い
た
し

ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
施
工
の
実
現
な
ど

４
つ
の
目
標
を
実
現

記
念
式
典
の
最
後
に
は
植
村
正
人
実
行

委
員
長
が
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
植
村
委
員
長
は
「
北
海
道
建

青
会
は
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、
技
術
と

知
識
を
磨
き
、成
長
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
『
建
設
産
業
に
関
わ

る
人
々
の
幸
福
』
の
実
現
を
目
標
と
し
ま

す
」
と
宣
言
。
具
体
的
に
は
①
安
全
で
安

心
な
新
た
な
施
工
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
施
工
の
実
現
②
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
施
工
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
施
工

の
実
現
③
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
社
会
の
実
現
（
災
害

ゼ
ロ
・
被
災
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
④
建
設
産

業
の
新
た
な
価
値
を
確
立
・
発
揮
し
、
精

神
的
に
豊
か
で
躍
動
的
な
社
会
を
目
指
す

Ｒ
ｅ
Ｕ
Ｐ
北
海
道
の
実
現

－

の
４
つ
を
掲

げ
ま
し
た
。

記
念
事
業
で
は
、
ユ
ー
グ
レ
ナ
取
締
役

代
表
執
行
役
員
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
永
田
暁
彦
氏

と
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局
長
の
橋
本
幸

氏
の
基
調
講
演
、
建
青
会
の
メ
ン
バ
ー
３

人
に
よ
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
を
見
据
え
た
建
設
産
業
の

在
り
方
を
語
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
演

で
は
、
川
島
基
則
氏
（
旭
川
建
設
業
協
会

二
世
会
）
と
山
本
翔
氏
（
留
萌
建
設
協
会

二
世
会
）、
岸
本
友
宏
氏
（
空
知
経
営
研

究
会
）
の
３
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

川
島
氏
は
50
年
に
は
建
設
業
が
人
気
Ｎ

ｏ
・
１
の
職
業
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
実
現
に
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
建
設
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
で
可
能
で
あ
る
と
説
明
。
山
本
氏

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
が
可
能
な
端

末
機
械
の
「
ビ
ー
コ
ン
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
積
雪
寒
冷
地
の
課
題
解
決
に
な
る

の
で
は
、
と
提
案
し
ま
し
た
。
岸
本
氏
は

「
わ
れ
わ
れ
二
世
会
の
役
割
は
、
次
世
代

へ
の
継
承
に
向
け
て
そ
の
仕
組
み
を
作
り

上
げ
る
こ
と
」
と
述
べ
、
北
海
道
建
青
会

と
し
て
「
建
設
産
業
で
北
海
道
を
幸
せ
に

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」
と
宣
言
し
ま

し
た
。

２
０
５
０
年
見
据
え
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
宣
言

北
海
道
建
青
会
が
第
37
回
全
道
会
員
大
会
を
開
催

約 270人が参加した全道大会
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国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

の
直
轄
工
事
で
計
画
、
調
査
、
設
計
段
階

か
ら
３
次
元
モ
デ
ル
化
を
図
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
原
則
適
用
に
向
け
、
現
状
の
課
題

を
整
理
し
、
適
用
条
件
の
具
体
化
の
検
討

に
入
り
ま
し
た
。
検
討
項
目
は
５
項
目
。

測
量
な
ど
の
前
段
階
で
実
施
さ
れ
た
デ
ー

タ
が
未
整
理
だ
っ
た
り
、
フ
ァ
イ
ル
形
式

が
多
数
存
在
し
、
設
計
か
ら
施
工
段
階
へ

の
３
次
元
モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
引
き
継
ぎ
が

不
十
分
な
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、
全
工
程
で
必
要
性
の
高

い
情
報
・
デ
ー
タ
を
特
定
し
、
３
次
元
モ

デ
ル
以
外
の
デ
ー
タ
も
対
象
と
す
る
な

ど
、
現
場
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
取
組
を
探
り
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
対
応
で
検
討
状
況
管

理
台
帳
試
行
へ

２
０
２
２
年
８
月
30
日
に
開
い
た
「
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進
委
員
会
」
で
同
省
の

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
23
年
度
か
ら
の
原

則
適
用
は
、
業
務
で
は
詳
細
設
計
に
お
け

る
３
次
元
モ
デ
ル
成
果
物
の
納
品
、
工
事

で
は
３
次
元
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
施
工
計

画
の
検
討
・
設
計
図
書
の
照
査
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

委
員
会
で
示
さ
れ
た
検

討
項
目
は
①
後
工
程
に
必
要
な
情
報
伝
達

②
３
次
元
モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
引
き
渡
し
③

作
成
レ
ベ
ル
の
整
理
④
効
果
・
活
用
方
法

の
検
討
⑤
教
育
・
能
力
開
発
の
５
つ
に
な

り
ま
す
。

 

こ
の
う
ち
、
①
と
②
で
は
、
▽
測
量
・

地
質
調
査
な
ど
の
前
段
階
で
実
施
さ
れ
た

デ
ー
タ
が
未
整
理
▽
修
正
前
等
の
最
終

デ
ー
タ
以
外
の
情
報
が
混
在
―
な
ど
と

い
っ
た
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
格
納
形

式
や
引
き
継
ぎ
が
確
実
に
で
き
る
仕
組

み
・
ル
ー
ル
を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
際
、
小
規
模
事
業
者
で
も
扱
え
る

よ
う
な
方
法
と
す
る
こ
と
を
優
先
し

ま
す
。
例
え
ば
、
構
造
物
や
対
象
工

事
の
現
況
を
一
元
的
に
ま
と
め
た
検

討
状
況
管
理
台
帳
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
管

理
台
帳
）の
運
用
を
試
行
し
、メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
ま
す
。 

③
の
作
成
レ
ベ
ル
の
整
理
で
は
、

全
て
の
詳
細
設
計
で
３
次
元
モ
デ
ル

の
詳
細
度
３
０
０
を
要
求
し
つ
つ

も
、
設
計
や
施
工
の
各
段
階
で
、
詳

細
度
を
落
と
す
な
ど
、
柔
軟
な
詳
細

度
設
定
も
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
３

次
元
モ
デ
ル
の
作
成
労
力
と
比
較
し

て
活
用
メ
リ
ッ
ト
が
小
さ
な
小
規
模

工
事
の
対
象
規
模
の
検
討
も
進
め
ま
す
。 

年
内
に
検
討
終
え
活
用
の
仕
組
み
作

り
を直

轄
工
事
の
Ａ
、
Ｂ
等
級
の
企
業
で
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ
の
対
応
が
あ
る
程
度

進
ん
で
い
ま
す
が
、
Ｃ
等
級
以
下
で
は
未

対
応
の
企
業
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の

適
用
条
件
の
具
体
化
に
際
し
て
は
、
原
則

適
用
の
対
象
外
と
な
る
小
規
模
工
事
と
の

線
引
き
と
と
も
に
、
先
行
す
る
業
者
が
指

導
的
な
機
能
を
果
た
す
よ
う
な
仕
組
み

を
、
都
道
府
県
単
位
・
地
域
単
位
で
構
築

し
た
り
、
３
次
元
モ
デ
ル
を
閲
覧
、
修
正

な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
可
能
な
研
修
を
業

界
内
で
構
築
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
同
省
で
は
年
内
に
検
討
を
終
え
、
小

規
模
事
業
者
で
も
抵
抗
な
く
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
を
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
方

針
で
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
課
題
整
理
し
適
用
条
件
検

討
へ

－

国
土
交
通
省

小
規
模
事
業
者
で
も
抵
抗
な
く
活
用
で
き
る
仕
組
み
構
築

今後のスケジュール案
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北
海
道
建
設
業
信
用
保
証
が
ま
と
め
た

２
０
２
２
年
度
上
半
期
（
４
～
９
月
）
の

道
内
公
共
工
事
請
負
額
は
、
総
額
で
６
、

８
５
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

同
期
と
比
べ
、
金
額
で
５
０
４
億
円
、
率

に
し
て
６
・
９
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
22
年
度
の
北
海
道
開
発
事
業
費
は
当

初
で
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
も
の
の
、
実
質

的
に
22
年
度
工
事
と
な
る
21
年
度
補
正
予

算
が
減
少
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
５
カ
年
で
は
、
４
番
目
の
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
別
で
は
留

萌
と
上
川
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
前
年
度
同
期

を
上
回
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
の
８
地

域
で
は
マ
イ
ナ
ス
。
胆
振
東
部
地
震
の
復

旧
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
胆
振
・
日
高
地

域
の
落
ち
込
み
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

開
発
局
な
ど
国
関
係
分
が
16
％
減
に

同
社
が
実
施
し
て
い
る
前
払
保
証
に
基

づ
く
請
負
額
を
集
計
し
た
も
の
で
、
道
路

や
河
川
、
港
湾
、
農
業
農
村
整
備
な
ど
の

土
木
工
事
や
、
庁
舎
・
学
校
・
公
営
住
宅

な
ど
の
建
築
工
事
に
加
え
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
農
協
の
集
出
荷
施
設
な
ど
、

国
の
補
助
金
対
象
の
工
事
も
含
ま
れ
ま

す
。総

額
は
６
、８
５
３
億
円
と
７
千
億
円

台
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
こ
こ
５
年
間
の

推
移
を
見
る
と
、
19
年
度
以
降
は
７
千
億

円
台
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
４
年
ぶ

り
に
６
千
億
円
台
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

積
雪
寒
冷
地
の
北
海
道
で
は
、
上
半
期

が
工
事
発
注
の
ピ
ー
ク
で
す
。
今
後
は
来

年
２
～
３
月
に
発
注
が
見
込
ま
れ
る
補
正

予
算
が
加
わ
る
予
定
で
す
が
、
補
正
が
例

年
通
り
の
規
模
で
あ
れ
ば
、
22
年
度
の
最

終
的
な
請
負
額
は
８
、８
０
０
億
～
８
、

９
０
０
億
円
台
と
、
９
千
億
円
を
割
り
込

む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

発
注
者
別
に
見
る
と
、
北
海
道
開
発
局

な
ど
の
国
が
前
年
同
期
比
15
・
７
％
減
の

２
、０
０
６
億
円
、
北
海
道
は
２
・
１
％
減

の
１
、５
５
１
億
円
、
市
町
村
は
６
・
５
％

減
の
２
、１
３
４
億
円
な
ど
と
、
国
の
減

少
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
等
は
３
・
６
％
減
の

８
８
５
億
円
で
す
。
北
海
道
新
幹
線
の
建

設
を
進
め
る
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
と
東
日
本
高
速

道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
が
中
心
で

す
。
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
ま

で
に
着
工
し
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
本

年
度
保
証
対
象
分
が
４
～
５
月
に
集
中
的

に
登
場
し
、
総
額
で
約
２
５
０
億
円
に
達

し
て
い
ま
す
。

後
志
は
今
後
新
幹
線
の
高
架
橋
工
事

な
ど
が
発
注
に

地
域
別
に
見
る
と
、
留
萌
が
前
年
同
期

比
22
・
５
％
と
大
き
く
伸
び
、
こ
れ
に
上

川
の
７
・
２
％
増
と
続
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
域
の
伸
び
は
庁
舎
や
学
校
な
ど
、
大

型
建
築
工
事
の
発
注
が
伸
び
を
支
え
た
と

み
ら
れ
ま
す
。
対
照
的
に
８
地
域
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
胆
振
・
日

高
は
30
・
４
％
減
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
胆
振
東
部
地
震
の
復
旧
工
事
が

農
業
土
木
な
ど
を
除
き
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ

と
の
反
動
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
志
は
２
・
８
％
減
と
前
年
同
期
比
を

下
回
り
ま
し
た
が
、こ
の
地
域
で
は
今
後
、

Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
の
北
海
道
新
幹
線
工
事
で
、
倶

知
安
駅
な
ど
の
高
架
橋
な
ど
「
明
か
り
」

部
分
の
工
事
が
集
中
的
に
発
注
と
な
る
た

め
、
最
終
的
に
は
前
年
度
並
み
か
、
増
額

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

補
正
減
響
き
６
・
９
％
減
の
６
、８
５
３
億
円
に

と
ど
ま
る

22
年
度
上
半
期
の
道
内
公
共
工
事
請
負
額

－

北
保
証
ま
と
め

公共工事請負額地域別推移（各年度は 9月末）
2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 22/21

石 狩 118,312 145,854 141,814 140,208 126,517 90.2%

渡島・桧山 71,661 82,870 93,028 87,611 83,634 95.5%

後 志 56,168 57,014 67,615 71,687 69,706 97.2%

空 知 70,322 78,820 80,864 75,096 67,071 89.3%

上 川 54,839 56,492 59,811 71,324 76,463 107.2%

留 萌 18,733 18,427 22,157 19,071 23,366 122.5%

宗 谷 22,645 23,388 28,557 24,029 21,930 91.3%

オホーツク 43,911 46,171 58,256 44,941 45,160 100.5%

胆振・日高 69,892 104,852 92,022 94,203 65,581 69.6%

十 勝 48,158 51,337 49,471 53,079 52,363 98.7%

釧路・根室 52,505 57,688 62,990 54,462 53,521 98.3%

公共工事請負額年度別推移（9月末）

6,272

7,229
7,566

7,357

6,853

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
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札
幌
開
発
建
設
部
は
、
２
０
２
２
年
８

月
15
日
か
ら
の
豪
雨
に
伴
う
ダ
ム
や
放
水

路
な
ど
の
治
水
効
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
で
は
、
供
用
開
始

以
来
第
３
位
の
流
入
量
を
観
測
。
防
災
操

作
に
よ
っ
て
下
流
河
川
の
水
位
低
減
及
び

安
定
を
図
り
、下
流
の
栗
山
町（
円
山
水
位

観
測
所
）
で
水
位
を
約
２
・
３
ｍ
低
減
さ

せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
推
測
し
ま
し
た
。

仮
に
ダ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

氾
濫
危
険
水
位
を
上
回
る
出
水
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
各
施
設

が
治
水
･
防
災
機
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
治
水
効
果
を
見
る
と
、
石
狩

放
水
路
で
は
、
石
狩
川
か
ら
茨
戸
川
へ
の

逆
流
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
･
軽
減
す

る
た
め
、
運
河
水
門
を
閉
扉
し
石
狩
川
の

影
響
を
遮
断
す
る
と
と
も
に
、
石
狩
放
水

路
か
ら
茨
戸
川
の
洪
水
を
日
本
海
に
放
流

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
茨
戸
川
の
水
位

を
約
０
・
６
ｍ
低
下
さ
せ
、
約
３
２
０
ha

の
浸
水
被
害
を
防
止
し
た
と
推
測
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
供
用
間
も
な
い
千
歳
川
遊
水
群

で
は
、
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
遊
水
地
周

辺
の
水
路
の
水
位
が
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
、
各
遊
水
地
の
周
囲
堤
樋
門
か
ら
遊
水

地
内
へ
導
水
し
、
内
水
被
害
を
軽
減
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
合
計
で
約
47
万
㎥

（
50
ｍ
プ
ー
ル
換
算
で
約
１
８
８
杯
分
）

を
一
時
的
に
貯
留
し
、
内
水
被
害
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。 

札
幌
開
建
が
所
管

す
る
ダ
ム
で
は
、
夕

張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム

の
ほ
か
、 

豊
平
峡
、
桂

沢
、
滝
里
、
金
山
の

各
ダ
ム
で
防
災
操
作

に
よ
り
、
水
位
の
低

減
を
図
り
ま
し
た
。

豊
平
峡
ダ
ム
で
は
、
洪
水
量
を
超
え
る
流

入
量
を
観
測
。
ダ
ム
の
防
災
操
作
に
よ
っ

て
、
下
流
河
川
の
水
位
低
減
及
び
安
定
を

図
り
、
下
流
の
札
幌
市
（
雁
来
水
位
観
測

所
）
に
お
い
て
、
水
位
を
約
１
・
１
ｍ
低

減
さ
せ
る
効

果
が
推
測
さ

れ
、
仮
に
ダ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
避
難
判
断
水
位
を
上
回
る
出
水
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
桂
沢
ダ
ム
で
は
、
防
災
操
作
に
よ
り
、

下
流
の
岩
見
沢
市（
西
川
向
水
位
観
測
所
）

で
は
、
水
位
を
約
２
・
１
ｍ
低
減
さ
せ
る

効
果
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

北
海
道
の
広
い
範
囲
で
総
降
水
量
50
㎜
以

上
、
渡
島
地
方
か
ら
石
狩
地
方
に
か
け
て

は
１
５
０
㎜
以
上
、
一
部
で
２
０
０
㎜
以

上
と
な
る
大
雨
と
な
り
、
自
治
体
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
江
別
市
、
せ
た
な
町
、
蘭

越
町
に
排
水
ポ
ン
プ
車
３
台
、
照
明
車
４

台
を
派
遣
し
、
３
日
間
に
わ
た
り
内
水
排

除
作
業
を
支
援
し
ま
し
た
。

ダ
ム
や
放
水
路
が
災
害
を
未
然
に
防
止

－

札
幌

開
建

８
月
15
日
か
ら
の
豪
雨
に
伴
う
治
水
施
設
整
備
効
果

各治水施設が災害を未然に防止した
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北
海
道
開
発
局
は
９
月
22
日
、
小
規
模

Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
北
広
島
市
の
片
桐

企
業
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、座
学
と
屋
外
実
習
を
通
じ
て
、

小
規
模
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
の
基
礎
知
識
や
技
術

を
学
び
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
生
産
性
向
上
と
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

Ｄ
Ｘ
・
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
手
企
業

で
は
一
定
の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
中
小
企
業
で
は
、
設
備
投
資
や
人
材

な
ど
の
課
題
も
あ
っ
て
、
普
及
が
遅
れ
て

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

同
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
施
工

す
る
小
規
模
な
現
場
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

２
０
２
２
年
度
に
は
、
都
市
部
や
市
街
地

な
ど
の
狭
小
現
場
で
も
小
型
の
マ
シ
ン

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
Ｍ
Ｇ
）
技
術
搭
載
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
う
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を

可
能
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
施
要
領
等
を
策

定
。
こ
れ
を
受
け
て
、
開
発
局
で
は
土
量

１
、０
０
０
㎥
未
満
の
施
工
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土

工
（
小
規
模
施
工
）
を
４
月
か
ら
適
用

し
、
１
０
０
㎥
の
土
工
に
つ
い
て
は
７
月

か
ら
小
規
模
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を
適
用
し
て
い

ま
す
。

最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
な
ど
を
操
作

今
回
は
、
こ
う
し
た
小
規
模
工
事
現
場

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
拡
大
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
実
習
型
講
習
会
は

道
内
初
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
建
設
業
協

会
の
会
員
を
対
象
と
し
て
、
道
内
各
地
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た

座
学
で
は
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
施
策
や
小
規
模
土
工
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管
理
要

領
説
明
、
小
規
模
土
工
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
紹

介
と
事
例
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
の
屋
外
実
習
で
は
、
参
加
者
が
６

班
に
分
か
れ
て
、
自
動
追
尾
Ｔ
Ｓ
（
ト
ー

タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
型
Ｍ
Ｇ
バ
ッ
ク
ホ

ウ
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
排
土
板
Ｍ
Ｃ
（
マ
シ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
／
ロ
ー
テ
ー
ト
バ
ケ
ッ

ト
付
き
Ｍ
Ｇ
を
用
い
た
床
掘
り
、
３
次
元

設
計
デ
ー
タ
を
用
い
た
丁
張
り
設
置
、
民

間
電
子
基
準
点
を
用
い
た
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全

球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
測
位
、
携
帯
型

端
末
に
よ
る
出
来
形
計
な
ど
を
、
指
導
員

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
実
際
に
機

械
操
作
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

自
動
追
尾
Ｔ
Ｓ
型
Ｍ
Ｇ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を

操
作
し
た
岸
本
組
（
本
社
・
美
唄
）
の
木

幡
恵
さ
ん
は
「
現
場
で
重
機
を
操
作
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
最
新
鋭

の
機
械
は
初
め
て
。
現
場
の
管
理
を
担
当

す
る
た
め
、
実
際
に
機
械
を
操
作
す
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
斜
め
に
し
た
状

態
の
バ
ケ
ッ
ト
で
掘
削
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
な
ど
、
現
場
作
業
が
か
な
り
効
率
的

に
な
る
な
、
と
感
じ
ま
し
た
」
と
、
最
新

鋭
の
機
械
操
作
の
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

小
規
模
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
な
ど
の
講
習
会
を
開
催

－

開
発
局

最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
な
ど
を
操
作
し
効
率
性
を
実
感

指導員から操作方法などの説明を受ける参加者



14

企 業 の た め の よ ろ ず 情 報 誌

ま
ち
と
人
が
躍
動
す
る
札
幌
圏
。
こ
の

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
と
話
題
が

提
供
さ
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
関
心
を
集

め
、
そ
れ
が
ま
ち
全
体
の
活
気
を
呼
び
起

こ
し
て
い
ま
す
。「
さ
っ
ぽ
ろ　

ニ
ュ
ー

ス　

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
で
は
、
そ
ん
な

「
旬
な
」
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

土
屋
ホ
ー
ム
不
動
産
（
本
社
・
札
幌
）

と
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
大
京

（
同
・
東
京
）
は
、
札
幌
市
西
区
の
旧
静

和
記
念
病
院
跡
地
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を

共
同
開
発
し
ま
す
。
２
社
は
、
旧
Ｈ
Ｔ
Ｂ

本
社
駐
車
場
跡
地
で
も
共
同
で
マ
ン
シ
ョ

ン
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
静
和
会
が
運
営
す
る
静

和
記
念
病
院
は
、
地
下
鉄
琴
似
駅
か
ら
近

い
琴
似
１
条
５
丁
目
に
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
５
月
に
西
区
八
軒
５
条
東
５
丁
目
１

の
１
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
旧
静
和
記

念
病
院
の
土
地
は
、
静
和
会
前
理
事
長
が

所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
死
去
後
に
現
理

事
長
ら
親
族
が
相
続
し
て
い
ま
し
た
。
新

病
院
に
移
転
後
の
今
年
５
月
、
土
屋
ホ
ー

ム
不
動
産
が
親
族
ら
か
ら
売
買
で
取
得
。

旧
病
院
の
建
物
は
、
今
年
６
月
か
ら
解
体

工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
解
体
の
発
注
者

は
土
屋
ホ
ー
ム
不
動
産
、
解
体
業
者
は
丸

井
増
井
工
務
店
（
本
社
・
札
幌
）。
解
体

工
事
は
今
年
12
月
末
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

土
屋
ホ
ー
ム
不
動
産
と
大
京
北
海
道
支

店
（
札
幌
）
は
、
こ
の
跡
地
に
共
同
で
マ

ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
ま
す
。
規
模
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
14
階
、
延
べ
床
面
積

約
５
、１
９
０
㎡
。
戸
数
は
61
戸
。
着
工

は
２
０
２
３
年
１
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
設
計
・
監
理
は
企
画
設
計
事
務
所
オ

ル
ト
（
本
社
・
札
幌
）、施
工
は
未
定
で
す
。

同
社
は
、
大
京
や
日
本
グ
ラ
ン
デ
（
本

社
・
札
幌
）
と
共
同
で
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
京
と
は
、
豊
平

区
平
岸
の
旧
Ｈ
Ｔ
Ｂ
本
社
駐
車
場
跡
地

で
91
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
砂
子
組

（
同
・
奈
井
江
）
の
施
工
で
進
め
て
い
て
、

２
０
２
３
年
10
月
に
竣
工
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
に
札
幌
市
手
稲
区
前

田
７
条
15
丁
目
４
の
１
で
移
転
開
校
す

る
、
北
海
道
科
学
大
学
高
校
の
新
校
舎
が

姿
を
現
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
科
学
大

学
が
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
す
る
も

の
で
す
。
高
大
一
体
教
育
に
よ
り
、
大
学

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
高
校
生
が
日
常
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
を
持

つ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か

し
た
「
新
し
い
学
び
舎
」
が
来
春
、
誕
生

し
ま
す
。

新
校
舎
は
、
北
海
道
科
学
大
学
前
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
側
に
位
置
し
、
稲
山

通
沿
い
に
建
設
中
。
建
築
面
積
は
約
５
、

１
９
０
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄

骨
造
の
地
上
４
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

約
１
万
３
、１
９
５
㎡
、
建
物
の
高
さ
は

17
・
８
ｍ
。
建
物
は
大
き
な
三
角
形
の
形

状
を
し
て
い
ま
す
。

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

土
屋
ホ
ー
ム
不
動
産
＆
大
京
、

マ
ン
シ
ョ
ン
共
同
開
発

地
下
鉄
琴
似
駅
チ
カ
の
旧
静
和
記

念
病
院
跡
地
で

23
年
４
月
に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
移
転
開
校

北
海
道
科
学
大
学
高
校
、
高
大
一

体
教
育
で
大
学
の
資
源
活
用

地下鉄琴似駅近隣でマンション開発が行われている

・
土
屋
ホ
ー
ム
不
動
産
&
大
京
、
マ
ン
シ
ョ
ン
共
同
開
発

・
北
海
道
科
学
大
学
高
校
、
23
年
４
月
に
移
転
開
校

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
の
店
舗
建
設
に
着
工
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建
築
主
は
、
学
校
法
人
北
海
道
科
学
大

学
（
本
部
・
札
幌
）、
設
計
、
監
理
は
大

成
建
設
一
級
建
築
士
事
務
所
（
本
社
・
東

京
）、
施
工
は
大
成
建
設
札
幌
支
店
（
札

幌
）。
工
事
期
間
は
、
２
０
２
１
年
３
月

１
日
か
ら
22
年
10
月
31
日
ま
で
。

移
転
に
よ
っ
て
高
大
一
体
教
育
が
可
能

に
な
り
、
多
様
な
価
値
観
や
専
門
性
を
持

つ
大
学
で
の
体
験
、
経
験
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
大
学
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
、
習
得
し
た
単
位
は
高
校
と
大
学
の

双
方
で
認
定
さ
れ
ま
す
。
目
的
意
識
を
高

め
た
り
、
大
学
入
学
後
の
時
間
を
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

ま
た
、
図
書
館
や
各
種
の
施
設
を
共
有

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
新
校
舎
に
は
、

吹
き
抜
け
や
オ
ー
プ
ン
な
空
間
が
広
が

り
、
上
履
き
へ
の
履
き
替
え
が
な
い
一
足

制
と
す
る
こ
と
で
、
新
校
舎
を
は
じ
め
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
北
海
道
に
住
み

な
が
ら
世
界
的
な
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
空
間
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教

室
）
を
開
設
し
ま
す
。
移
転
に
伴
い
、
札

幌
市
豊
平
区
中
の
島
２
条
６
丁
目
２
の
３

に
あ
る
現
校
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も

関
心
を
集
め
そ
う
で
す
。　

ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
（
本
社
・
福

岡
）
は
、
札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
１
条
１

丁
目
で
24
時
間
営
業
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ

ア
ル
の
店
舗
建
設
工
事
に
入
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
８
月
中
旬
か
ら
工
事
に
着

手
、
23
年
５
月
初
め
に
店
舗
は
完
成
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
店
場
所
は
、
道
道
１
２
８
号
線
（
追

分
通
）
の
宮
の
沢
跨
線
橋
西
側
で
、
函
館

本
線
の
北
側
を
線
路
に
沿
っ
て
走
る
鉄
工

団
地
通
に
面
し
て
い
ま
す
。
牧
場
跡
地

だ
っ
た
約
１
万
１
、２
３
９
㎡
の
土
地
を

利
用
し
て
店
舗
を
建
設
し
ま
す
。
土
地
所

有
者
は
個
人
、
ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

は
土
地
を
賃
借
し
て
自
前
で
店
舗
建
設
を

進
め
ま
す
。

店
舗
建
設
に
先
立
ち
、
ト
ラ
イ
ア
ル
カ

ン
パ
ニ
ー
は
札
幌
市
か
ら
開
発
許
可
を
受

け
て
、
２
０
２
２
年
７
月
16
日
か
ら
土
地

造
成
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
。
施
工

者
は
内
建
（
本
社
・
福
岡
県
久
留
米
）。

こ
の
ほ
ど
始
ま
っ
た
店
舗
建
設
の
施
工
業

者
は
、
盛
興
建
設
（
同
・
苫
小
牧
）、
設

計
は
渡
辺
建
築
設
計
（
同
・
札
幌
）、
監

理
は
河
村
佐
藤
デ
ザ
イ
ン
（
同
・
福
岡
）、

建
築
主
は
ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
。
工

期
は
22
年
８
月
17
日
か
ら
23
年
５
月
３
日

ま
で
。

同
店
舗
の
ほ
か
に
、
ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、
十
勝
管
内
の
幕
別
町
に
十
勝

地
区
２
店
舗
と
な
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ー
パ
ー
「
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ

ア
ル
」
を
来
春
に
も
出
店
す
る
見
通
し
で

す
。
新
発
寒
の
店
舗
を
含
め
て
、
ト
ラ
イ

ア
ル
店
舗
が
道
内
で
28
店
舗
に
な
り
ま

す
。

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル

の
店
舗
建
設
に
着
工

24
時
間
営
業
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ト
ア

外観が見えてきた北海道科学大学高校の新校舎

建設工事が進むトライアル店舗



▽「企業のためのよろず情報誌　ＫＩＳＥＴＳＵ」11月号をお届けします。2024 年４月から建設業
にも時間外労働の上限規制が適用されます。全国建設業協会の調査では、対応で鍵となる「４週
８休」の導入は、現場では約２割にとどまっています。人材確保のためにも、官民一体の取組が
不可欠ですね。
▽秋が深まり、日暮れが早くなっています。会社や現場から帰る時は、夕闇が濃く、車の運転によ
り一層の注意が必要です。我が家に無事に到着し、一日の疲れを癒やすためにも、安全運転を！
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Profile
新保　元康（しんぼ・もとやす） 1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小
学校に37年間勤務。４校で校長を務め定年退職後、令和元年に発足したほっかいどう学推進フォー
ラム理事長に就任、現在に至る。
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＜TONGARI‐ROAD‐RIDE（以下：トンガリライド）に挑戦しました！＞
　「自転車で襟裳岬から旭川まで走ろう！」というこの企画。まさか自分が
挑戦するとは思いもよりませんでした。
　何しろ、距離は約400kmあります。北海道ですから当たり前とも言えま
すが…ハンパない距離！襟裳岬から十勝へ向かう黄金道路には、道内最長
の5ｋｍを超えるトンネルが待ち構えています。さらに、十勝から上川に抜け
るには、道内国道最高標高1,139mの三国峠を越えなければなりません。
　先日64歳を迎えた私の自転車歴はわずか1年。昨年、一念発起してロー
ドバイク（ドロップハンドルの自転車と言った方が分かりやすいかも）を購
入したものの、まだまだ経験不足。「ダイジョブだべさ、サポートもあるし！」
という仲間の声にうっかり首をたてに振ってしまったのでした。
　しかし、結果は大正解！
　台風も近づく中での4日間の旅、私はみんなの後をよたよたついていくの
に必死でしたが、最高の北海道を満喫することができました。
　実は、サイクリストのみなさんによれば「北海道は自転車天国！」だとい
うのです。北海道で自転車に乗りたいと考えている外国人もたくさん！
　魅力の秘密をご紹介しましょう。①何しろ景色が違う！どこまでも続く
まっすぐな道と青空、広大な平野を走り抜ける爽快さは他では味わえない。
　②道路の幅が広い！除雪のために幅広に設計してある道路は、春夏秋の
自転車走行には最高なんです。　③交通量が少ない！追い越す車も大きく
よけてくれます。　④おいしい北海道！疲れた体に染み込むビールと絶品
料理の数々。　⑤素晴らしい温泉！もはや説明は不要でしょう。　⑥そして人情！各地のみなさんの温かいおもてな
しと楽しいお話、サイクリストには特に優しい声をかけてくださいます。
　こうした魅力に加え、北海道では今、より安全に走ることができる自転車専用道路が少しずつ整備されてきている
のです。
　環境によい、観光によい、健康にも最高によいサイクルツーリズムは、北海道の魅力が凝縮された新しい旅のスタ
イルです。コロナ明けのさわやかな北海道を道外海外の方に大いに楽しんでほしいと思います。もちろん、私たち道
民もこの魅力を毎日味わいたいですね！！私も紅葉を追いかけ秋のさわやかライド楽しみます！

標高 1,139mの三国峠

石狩川の源流付近上川のサイクリングロード

驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い!!
認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長　新保　元康

連 載 コ ラ ム


